
お申込方法は裏面をごらんください。

青山学院大学CALLワークショップ開催のご案内

  9：30～　　　　受付（15号館6F　外国語ラボラトリー事務室）
10：00～10：05　開会の挨拶
　　　　　　　　　  　 外国語ラボラトリー所長　文学部英米文学科准教授　横谷 輝男

10：05～11：05　「オープンソースを利用したモバイルラーニング環境の構築と活用」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社会情報学部准教授　　 　伊藤 一成（Ph.D.）
11：05～11：15　休憩
11：15～12：15　「Social Media を利用した英語教育」
　　　　　　　　- Utilization of Digital storytelling & Blog Activities Employing Mobile Technologies -
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 経済学部教授　　　　　 　小張 敬之（Ph.D.）

12：15～13：30　懇親会（場所：15号館5Ｆ 第13会議室、参加費：無料）
13：30～15：00　基調講演
　　　　　　　　-ソーシャルメディアを活用した異文化コミュニケーションのオーセンティックな協調学習 -
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 放送大学教授　　　　　 　青木 久美子（Ph.D.）

15：00～15：10　休憩
15：10～15：55　「Improving English Skills through Social Media」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社会情報学部准教授　　　 Lambacher,S.G.（Ph.D.）
15：55～16：05　休憩
16：05～16：50　「Choosing the right tools for the purpose」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 文学部英米文学科教授　　 Dias,J.V.

16：50～16：55　閉会の挨拶　　　　　　　 外国語ラボラトリー相模原キャンパス主任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      社会情報学部教授　　　　村川 久子（Ph.D.）

◆日時 2012年7月30日（月）10：00 ～ 16：55（受付開始　9：30～）
◆場所 青山学院大学 青山キャンパス　
 15号館（ガウチャー・メモリアル・ホール）5F　15501教室
 ※受付は「6F 外国語ラボラトリー事務室」となります。まずは6Fにお越しください。

◆対象 語学教育に携わる先生方、学校関係者
◆参加費  無料
◆主催 青山学院大学附置外国語ラボラトリー
◆協賛 チエル 株式会社
 （12：15～16：45　第13会議室にてチエル社製品のデモンストレーション実施）

　青山学院大学では、国際社会に通用する実践的な外国語能力とコミュニケーション能力を持った人材
を育成するため、2003年 4月にCALL教室を設置し、2012年現在、 その数は青山キャンパスに4 教室、
相模原キャンパスに16教室と、日本の大学の中でも大規模なものとなっております。 個々の学生がPC
を使うことのできるフルデジタルマルチメディア学習システムの採用により、通常のLL機能はもとより
マルチメディア教材、インターネットを利用した授業が可能なほか、e-Learningを取り入れたBlended 
Learningも実践されています。また、 学生・教員双方にとって円滑な授業が行えるよう、サポート体制
の整備についても導入当初から組織的な努力を行っています。
 　さて、青山学院大学附置外国語ラボラトリーでは、これまでの知識や経験を他の学校関係者の方々
と共有することによって、語学教育の発展に寄与したいと考え、2007年よりCALL ワークショップを開
催しております。5回目となる今回は、モバイル（タブレット端末、スマートフォン等）を利用したソーシャ
ルラーニングを取り上げ、下記の内容にて開催いたします。多数の皆様のご参加をお待ちしております。

プロフィール
　1995年、米国ハワイ大学情報コミュニケーション研究科博士課程修了。ロチェスター工科大学情報
技術学科で 3年間、ボストン大学コミュニケーション学部で 5年半教鞭をとり、2004年1月に帰国。
独立行政法人メディア教育開発センター教員に就任。2009年4月から放送大学 ICT活用・遠隔教育セ
ンター教員を務める。現在、放送大学 ICT活用・遠隔教育センター教授、総合研究大学文化科学研
究科メディア社会文化専攻教授。現在の研究テーマは、ICT を活用したジェネリックスキルの育成、
遠隔・生涯教育、ラーニングデザイン等。
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